　　　配偶者居住権（HK）と配偶者短期居住権（HTK）
· 1) HK＝生存配偶者が、被相続人の所有していた建物に相続開始の時に居住していた場合に、その居住していた建物の全部について無償で基本死ぬまで使用及び収益をする権利
· 2)HTK=生存配偶者は、被相続人の所有してした建物に相続開始の時に無償で居住していた部分につき、一定期間、その所有権を相続又は遺贈によって取得した者（居住建物取得者）だけに対し、無償で使用する権利
□　3)HKを生存配偶者が取得できる要件は？
2 HK与える遺言（遺贈）or（死因贈与）
　②　遺産分割協議による

3 　裁判所の審判

· 4)では、HKを遺贈する旨の遺言がない場合、HTKは自動的に権利取得するか？
YES
· 5)HKを遺贈する旨の遺言がある場合、相続人の遺産分割協議が終わるまでHTKは取得できるか？

　　     Ans:  HKを取得できる場合は必要もないので認められない。（2者択一なのだ）
□　6)では、HK、HTKを取得した生存配偶者は、その権利を他人に譲渡できるか？
 　　Ans: できない
□　7)HTKは、相続開始の時点でHKが成立しない場合に、そこから６　か月か、分割協議で当該建物所有者が確定した日のいずれか「遅い日」まで存続する。
□　8)HTKが成立する場合であっても、生存配偶者に①相続欠格や、②相続人から排除されている場合には認められない。
□　9) HKがは登記可能か？
　　　　　Ans: できる
□　10)では、HTKは登記できるか？
　　　　　Ans:  できない。よって、建物が第三者に譲渡されてしまうとHTKを対抗できない。
□　11)当該建物を賃貸して「収益」できるか？
Ans: HKはできる(建物所有者の承諾必要)のに対し、HTKは、できない。
□　12) 建物の通常の必要費（修繕費用）は、だれが払うのか？
　　　　　Ans: HKも、HTKも「無償」タダで、使える権利なので共に生存配偶者が支払う。
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